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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の居室空間の異なる場所にそれぞれ設置された複数の設備機器の位置情報と、前記
居室空間の異なる場所にそれぞれ設置され環境情報を検出する複数の検出装置の位置情報
とを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された前記各設備機器の位置情報及び前記各検出装置の位置情報と、
前記各設備機器を用いた環境制御を行う制御装置の制御内容と、前記各検出装置で検出さ
れる環境情報とに基づいて、前記各設備機器の故障を検出する故障検出部と、
　故障が検出された設備機器以外の設備機器に対して、前記故障検出部によって故障が検
出された設備機器を補う環境制御を行うための制御要求を生成する要求生成部と、
　前記制御装置に、生成した制御要求を送信する送受信部と、
　を備える管理装置。
【請求項２】
　前記故障検出部は、
　前記制御装置の制御内容が同じであるにもかかわらず、当該制御装置によって制御され
る設備機器に最も近い検出装置によって検出される環境情報が所定レベル以上変化した場
合に、当該設備機器が故障したものと判定する、
　請求項１に記載の管理装置。
【請求項３】
　前記要求生成部は、
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　前記記憶部に記憶された前記各設備機器の位置情報及び前記各検出装置の位置情報に基
づいて、故障が検出された設備機器に近接する設備機器を検出し、
　近接する設備機器に対して、故障が検出された設備機器を補う環境制御を行わせるため
の制御要求を生成する、
　請求項１又は２に記載の管理装置。
【請求項４】
　故障が検出された設備機器に関する情報を管理者に通知する通知部をさらに備える、
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の管理装置。
【請求項５】
　所定の居室空間の異なる場所にそれぞれ設置された複数の設備機器と、
　前記各設備機器を用いた環境制御を行う制御装置と、
　前記居室空間の異なる場所にそれぞれ設置され環境情報を検出する複数の検出装置と、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の管理装置と、
　を備える管理システム。
【請求項６】
　前記各検出装置は、
　前記位置が既知である少なくとも３つの他の検出装置との間で無線信号を送信してから
受信するまでの間を計測することにより、前記少なくとも３つの他の検出装置との間の距
離を計測し、
　計測した距離と、前記少なくとも３つの他の検出装置の識別番号とを対応付けた情報を
、前記管理装置に送信し、
　前記管理装置は、
　受信した情報に基づいて、当該検出装置の位置情報を算出する、
　請求項５に記載の管理システム。
【請求項７】
　前記各検出装置は、
　温度センサ、熱画像を得る赤外線センサ、照度センサ及び湿度センサのいずれかである
、
　請求項５又は６に記載の管理システム。
【請求項８】
　前記各設備機器は、
　空調機及び照明器具のいずれかである、
　請求項５乃至７のいずれか一項に記載の管理システム。
【請求項９】
　所定の居室空間の異なる場所にそれぞれ設置された複数の設備機器の位置情報と、前記
居室空間の異なる場所にそれぞれ設置され環境情報を検出する複数の検出装置の位置情報
とを記憶する記憶工程と、
　前記記憶工程において記憶された前記各設備機器の位置情報及び前記各検出装置の位置
情報と、前記各設備機器を用いた環境制御を行う制御装置の制御内容と、前記各検出装置
で検出される環境情報とに基づいて、前記各設備機器の故障を検出する故障検出工程と、
　故障が検出された設備機器以外の設備機器に対して、前記故障検出部によって故障が検
出された設備機器を補う環境制御を行うための制御要求を生成する要求生成工程と、
　前記制御装置に、生成した制御要求を送信する送受信工程と、
　を含む管理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、
　所定の居室空間の異なる場所にそれぞれ設置された複数の設備機器の位置情報と、前記
居室空間の異なる場所にそれぞれ設置され環境情報を検出する複数の検出装置の位置情報
とを記憶する記憶部、
　前記記憶部に記憶された前記各設備機器の位置情報及び前記各検出装置の位置情報と、
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前記各設備機器を用いた環境制御を行う制御装置の制御内容と、前記各検出装置で検出さ
れる環境情報とに基づいて、前記各設備機器の故障を検出する故障検出部、
　故障が検出された設備機器以外の設備機器に対して、前記故障検出部によって故障が検
出された設備機器を補う環境制御を行うための制御要求を生成する要求生成部、
　前記制御装置に、生成した制御要求を送信する送受信部、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数の設備機器を管理する管理装置、管理システム、管理方法及びプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　エリアに設置されたセンサが検知した温度などの情報に基づいて、設備機器の制御を行
う技術が開示されている。例えば、各電気機器に設けられたセンサから検知信号を受けて
、各電気機器の状態量に一定の相関をとらせながら各電気機器を管理・制御する機器運用
システムが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１７５５２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、センサ情報に基づいて各設備機器を統括的に管理・制御するシステムは
従来から知られている。しかしながら、設備機器の故障時を検知し、故障した機器を近傍
の機器が補完するように制御する技術は未だ確立されていないのが実情である。設備機器
が故障すると、その周囲の在室者の快適性が損なわれるおそれがある。
【０００５】
　この発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、在室者の快適性の低下を防止する
ことができる管理装置、管理システム、管理方法及びプログラムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、この発明に係る管理装置は、記憶部、故障検出部、要求生
成部、送受信部を備える。記憶部は、所定の居室空間の異なる場所にそれぞれ設置された
複数の設備機器の位置情報と、居室空間の異なる場所にそれぞれ設置され環境情報を検出
する複数の検出装置の位置情報とを記憶する。故障検出部は、記憶部に記憶された各設備
機器の位置情報及び各検出装置の位置情報と、各設備機器を用いた環境制御を行う制御装
置の制御内容と、各検出装置で検出される環境情報とに基づいて、各設備機器の故障を検
出する。要求生成部は、故障が検出された設備機器以外の設備機器に対して、故障検出部
によって故障が検出された設備機器を補う環境制御を行うための制御要求を生成する。送
受信部は、制御装置に、生成した制御要求を送信する。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、設備機器の故障が発生した場合に、他の設備機器によって故障した
設備機器が補われるような環境制御が行われる。これにより、在室者の快適性の低下を防
止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
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【図１】この発明の実施の形態に係る設備管理システムの概略的な構成を示すブロック図
である。
【図２】居室空間における図１の設備管理システムの各構成要素の具体的な配置例を示す
図である。
【図３】温度センサ端末の内部構成を示すブロック図である。
【図４】照度センサ端末の内部構成を示すブロック図である。
【図５】図５（Ａ）及び図５（Ｂ）は、統合管理装置の内部構成を示すブロック図である
。
【図６】空調機制御装置の内部構成を示すブロック図である。
【図７】照明制御装置の内部構成を示すブロック図である。
【図８】温度センサ端末で実行されるスレッドを示すフローチャートである。
【図９】照度センサ端末で実行されるスレッドを示すフローチャートである。
【図１０】図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）は、統合管理装置によって実行されるスレッド
のフローチャートである。
【図１１】図１１（Ａ）及び図１１（Ｂ）は、空調機制御装置によって実行されるスレッ
ドのフローチャートである。
【図１２】図１２（Ａ）及び図１２（Ｂ）は、照明制御装置によって実行されるスレッド
のフローチャートである。
【図１３】統合管理装置と空調機との間で送受信される情報の流れの一例を示すシーケン
ス図である。
【図１４】統合管理装置と照明器具との間で送受信される情報の流れの一例を示すシーケ
ンス図である。
【図１５】この発明の実施の形態２に係る温度センサ端末の内部構成を示すブロック図で
ある。
【図１６】この発明の実施の形態２に係る照度センサ端末の内部構成を示すブロック図で
ある。
【図１７】この発明の実施の形態２に係る統合管理装置によって実行されるスレッドのフ
ローチャートである。
【図１８】温度センサ端末の位置を測定する方法を説明するための図である。
【図１９】温度センサ端末で実行されるスレッドを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　この発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１０】
実施の形態１．
　まず、この発明の実施の形態１について説明する。
【００１１】
　図１には、この実施の形態に係る設備管理システム１の概略的な構成が示されている。
図１に示すように、設備管理システム１は、統合管理装置２と、温度センサ部３と、照度
センサ部４と、空調制御部５と、照明制御部６と、空調機部８と、照明部９と、を備える
。
【００１２】
　温度センサ部３は、検出装置としての複数台の温度センサ端末３－１～３－ｎ（ｎは２
以上の自然数）を備える。照度センサ部４は、検出装置としての複数台の照度センサ端末
４－１～４－ｍ（ｍは２以上の自然数）を備える。空調制御部５は、１又は複数台の空調
機制御装置５－１～５－ｉ（ｉは１以上の自然数）を備える。照明制御部６は、１又は複
数台の照明制御装置６－１～６－ｊ（ｊは１以上の自然数）を備える。空調機部８は、複
数台の空調機８－１～８－ｋ（ｋは２以上の自然数）を備える。照明部９は、複数台の照
明器具９－１～９－ｈ（ｈは２以上の自然数）を備える。
【００１３】
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　統合管理装置２は、温度センサ端末３－１～３－ｎ及び照度センサ端末４－１～４－ｍ
と、通信線Ｌ１を介して接続されている。また、統合管理装置２は、空調機制御装置５－
１～５－ｉ及び照明制御装置６－１～６－ｊと、通信線Ｌ２を介して接続されている。
【００１４】
　空調機制御装置５－１～５－ｉは、空調機８－１～８－ｋと、通信線Ｌ３を介して接続
されている。照明制御装置６－１～６－ｊは、照明器具９－１～９－ｈと、電源供給線Ｌ
４を介して接続されている。なお、空調機８－１～８－ｋは、室内機と室外機の両方もし
くは片方を指す。
【００１５】
　図２には、居室空間ＡＲ１における上述した図１の設備管理システム１の各構成要素の
具体的な配置例が示されている。図２に示すように、この居室空間ＡＲ１には、温度セン
サ端末として、温度センサ端末３－１、３－２が設置されている。すなわち、ここでは、
ｎ＝２となっている。温度センサ端末３－１、３－２は、居室空間ＡＲ１の異なる場所に
それぞれ設置されており、環境情報としての気温、すなわち温度データを検出する。
【００１６】
　また、居室空間ＡＲ１には、照度センサ端末として、照度センサ端末４－１～４－８が
設置されている。すなわち、ここでは、ｍ＝８となっている。照度センサ端末４－１～４
－８は、居室空間ＡＲ１の異なる場所にそれぞれ設置されており、環境情報としての照度
データを検出する。
【００１７】
　また、この居室空間ＡＲ１には、制御装置として、空調機制御装置５－１と、照明制御
装置６－１、６－２が設置されている。すなわち、ここでは、ｉ＝１であり、ｊ＝２とな
っている。さらに、この居室空間ＡＲ１には、設備機器として、空調機８－１、８－２と
、照明器具９－１～９－８とが設置されている。すなわち、ここでは、ｋ＝２であり、ｈ
＝８である。空調機８－１、８－２及び照明器具９－１～９－８は、居室空間ＡＲ１の異
なる場所にそれぞれ設置されている。
【００１８】
　空調機制御装置５－１は、空調機８－１、８－２と接続されている。また、照明制御装
置６－１は、照明器具９－１～９－４と接続されている。照明制御装置６－２は、照明器
具９－５～９－８と接続されている。空調機制御装置５－１は、空調機８－１、８－２を
用いた温度制御を行う。照明制御装置６－１、６－２は、照明器具９－１～９－４、９－
５、９－８を用いた照明制御を行う。
【００１９】
　統合管理装置２には、居室空間ＡＲ１における各センサ端末（温度センサ端末３－１、
３－２及び照度センサ端末４－１～４－８）の位置情報と、各設備機器（空調機８－１、
８－２及び照明器具９－１、９－８）の位置情報とが入力装置（不図示）を介して予めに
設定されている。この位置情報には、各センサ端末及び各設備機器の相対的な位置関係に
関する情報や、任意の位置を基準とした絶対位置座標が含まれる。
【００２０】
　また、温度センサ端末３－１、３－２及び照度センサ端末４－１～４－８には、他と重
複しない識別番号（端末識別子）が予め設定されている。
【００２１】
　また、空調機制御装置５－１及び照明制御装置６－１、６－２には、他と重複しない識
別番号が予め設定されている。
【００２２】
　図３には、温度センサ端末３－１の内部構成が示されている。温度センサ端末３－２～
３－ｎの内部構成も図３に示すものと同様である。図３に示すように、温度センサ端末３
は、主として、温度センサ部１１、時間計測部１２、記憶部１３、演算部１４、センサ通
信Ｉ／Ｆ（Interface）部１５及び制御部１６を備える。
【００２３】
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　温度センサ部１１には、周囲の温度を示すセンサ値を出力する温度センサが設けられて
いる。時間計測部１２は、時間を計測するＨ／Ｗ（Hard Ware）タイマを備えている。時
間計測部１２は、Ｈ／Ｗタイマを用いて時間を計測する。記憶部１３は、温度データを記
憶する。演算部１４は、制御部１６からの指示に従って所定の演算を行う。
【００２４】
　センサ通信Ｉ／Ｆ部１５は、通信線Ｌ１を介して統合管理装置２と接続されたセンサ通
信Ｉ／Ｆ回路を備えている。センサ通信Ｉ／Ｆ部１６は、記憶部１３に記憶された温度デ
ータを、通信線Ｌ１を介して統合管理装置２に送信する。
【００２５】
　制御部１６は、図示しないＭＰＵ（Micro-Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Mem
ory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備えている。ＭＰＵがＲＯＭやＲＡＭに格納
されたプログラムを実行することにより、制御部１６は、各部を統括制御する。
【００２６】
　図４には、照度センサ端末４－１の内部構成が示されている。照度センサ端末４－２～
４－ｍの内部構成も、図４に示すものと同様である。図４に示すように、照度センサ端末
４－１は、照度センサ部２１、時間計測部２２、記憶部２３、演算部２４、センサ通信Ｉ
／Ｆ部２５及び制御部２６を備える。
【００２７】
　照度センサ部２１は、照度と相関性のあるセンサ値を検出する照度センサが設けられて
いる。時間計測部２２は、時間を計測するＨ／Ｗタイマを備えている。時間計測部２２は
、Ｈ／Ｗタイマを用いて、時間を計測する。記憶部２３は、照度データを記憶する。演算
部２４は、制御部２６からの指示に従って所定の演算を行う。
【００２８】
　センサ通信Ｉ／Ｆ部２５は、通信線Ｌ１を介して統合管理装置２と接続されたセンサ通
信Ｉ／Ｆ回路を備えている。センサ通信Ｉ／Ｆ部２５は、記憶部２３に格納された照度デ
ータを、通信線Ｌ１を介して統合管理装置２に送信する。
【００２９】
　制御部２６は、図示しないＭＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭを備えている。ＭＰＵがＲＯＭやＲ
ＡＭ等に格納されたプログラムを実行することにより、制御部２６は、各部を統括制御す
る。
【００３０】
　図５（Ａ）には、統合管理装置２の内部構成が示されている。図５（Ａ）に示すように
、統合管理装置２は、センサ通信Ｉ／Ｆ部３１、時間計測部３２、記憶部３３、演算部３
４、入出力装置３５、ユーザＩ／Ｆ部３６、制御装置通信Ｉ／Ｆ部３７及び制御部３８を
備える。
【００３１】
　センサ通信Ｉ／Ｆ部３１は、通信線Ｌ１を介して各センサ端末（温度センサ端末３－１
～３－ｎ、照度センサ端末４－１～４－ｍ）と接続されたセンサ通信Ｉ／Ｆ回路を備えて
いる。センサ通信Ｉ／Ｆ部３１は、各センサ端末（温度センサ端末３－１～３－ｎ、照度
センサ端末４－１～４－ｍ）から送信された温度データや照度データを入力する。
【００３２】
　時間計測部３２は、時間を計測するＨ／Ｗタイマを備えている。時間計測部３２は、Ｈ
／Ｗタイマを用いて時間を計測する。
【００３３】
　記憶部３３は、温度データや照度データを記憶する。また、記憶部３３は、各センサ端
末（温度センサ端末３－１～３－ｎ、照度センサ端末４－１～４－ｍ）の位置情報と、各
設備機器（空調機８－１～８－ｋ及び照明器具９－１～９－ｈ）の位置情報とを記憶する
。さらに、記憶部３３は、空調機制御装置５－１等、照明制御装置６－１等の制御内容を
記憶する。演算部３４は、制御部３８からの指示に従って所定の演算を行う。
【００３４】
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　入出力装置３５は、ユーザＩ／Ｆ部３６を介して、制御部３８への操作入力情報を入力
するとともに、制御部３８から出力された所定の情報を表示する。ユーザＩ／Ｆ部３６は
、ユーザＩ／Ｆ回路を備えており、入出力装置３５のインターフェイスとして動作する。
【００３５】
　制御装置通信Ｉ／Ｆ部３７は、通信線Ｌ２を介して各制御装置（空調機制御装置５－１
～５－ｉ、照明制御装置６－１～６－ｊ）と接続された制御装置通信Ｉ／Ｆ回路を備えて
いる。制御装置通信Ｉ／Ｆ部３７は、空調機制御装置５－１等、照明制御装置６－１等に
、生成した制御要求を送信する。
【００３６】
　制御部３８は、図示しないＭＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭを備えている。ＭＰＵがＲＯＭやＲ
ＡＭ等に格納されたプログラムを実行することにより、制御部３８は、各部を統括制御す
る。
【００３７】
　図５（Ｂ）には、制御部３８でのプログラム実行により、実現される各種機能が示され
ている。図５（Ｂ）に示すように、制御部３８は、故障検出部８０と、要求生成部８１と
を備える。故障検出部８０は、記憶部３３に記憶された位置情報と、各センサ端末で検出
される環境情報としての温度データ、照度データと、空調機制御装置５－１等、照明制御
装置６－１等の制御内容に基づいて、空調機８－１～８－ｋ、照明器具９－１、９－ｈの
いずれかの故障を検出する。要求生成部８１は、故障が検出された空調機、照明器具以外
の空調機、照明器具に対して、故障検出部８０によって故障が検出された空調機、照明器
具を補う環境制御を行うための制御要求を生成する。
【００３８】
　図６には、空調機制御装置５－１の内部構成が示されている。空調機制御装置５－２～
５－ｉの内部構成も図６に示すものと同様である。図６に示すように、空調機制御装置５
－１は、制御装置通信Ｉ／Ｆ部４１、記憶部４２、演算部４３、空調制御部４４、入出力
装置４５、ユーザＩ／Ｆ部４６及び制御部４７を備える。
【００３９】
　制御装置通信Ｉ／Ｆ部４１は、通信線Ｌ２を介して統合管理装置２と接続された制御装
置通信Ｉ／Ｆ回路を備えている。記憶部４２には、統合管理装置２から送信された制御情
報等が記憶される。演算部４３は、制御部４７からの指示に従って、所定の演算を行う。
空調制御部４４は、通信線Ｌ３を介して、１又は複数台の空調機８－１等と接続されてい
る。空調制御部４４は、制御部４７の制御の下で、演算部４３の演算結果等に基づいて、
空調機８－１等を制御する空調制御回路を有している。
【００４０】
　入出力装置４５は、ユーザＩ／Ｆ部４６を介して、制御部４７への操作入力情報を入力
するとともに、制御部４７から出力された情報を表示する。ユーザＩ／Ｆ部４６は、ユー
ザＩ／Ｆ回路を備えており、入出力装置４５のインターフェイスとして動作する。
【００４１】
　制御部４７は、図示しないＭＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｈ／Ｗタイマを備えている。制御
部４７は、入出力装置４５からの操作入力等に従って、ＭＰＵがＲＯＭやＲＡＭ等に格納
されたプログラムを実行することにより、各部を統括制御する。
【００４２】
　図７には、照明制御装置６－１の内部構成が示されている。照明制御装置６－２～６－
ｊの内部構成も図７に示すものと同様である。図７に示すように、照明制御装置６ー１は
、制御装置通信Ｉ／Ｆ部５１、記憶部５２、演算部５３、照明制御部５４、入出力装置５
５、ユーザＩ／Ｆ部５６及び制御部５７を備える。
【００４３】
　制御装置通信Ｉ／Ｆ部５１は、通信線Ｌ２を介して統合管理装置２と接続された制御装
置通信Ｉ／Ｆ回路を有している。記憶部５２には、統合管理装置２から送信された制御情
報等が記憶される。演算部５３は、制御部５７からの指示に従って、所定の演算を行う。
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照明制御部５４は、電源供給線Ｌ４を介して、１又は複数台の照明器具９－１等と接続さ
れている。照明制御部５４は、制御部５７の制御の下、演算部５３の演算結果等に基づい
て、照明器具９－１等を制御する照明制御回路を有している。
【００４４】
　入出力装置５５は、ユーザＩ／Ｆ部５６を介して、制御部５７への操作入力情報を入力
するとともに、制御部５７から出力された情報を表示する。ユーザＩ／Ｆ部５６は、ユー
ザＩ／Ｆ回路を備えており、入出力装置５５のインターフェイスとして動作する。
【００４５】
　制御部５７は、図示しないＭＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｈ／Ｗタイマを備えている。制御
部５７は、入出力装置５５からの操作入力等に従って、ＭＰＵがＲＯＭやＲＡＭ等に格納
されたプログラムを実行することにより、各部を統括制御する。
【００４６】
　次に、各部の動作について説明する。
【００４７】
　図８には、温度センサ端末３－１等で実行されるスレッド１００が示されている。図８
に示すように、まず、温度センサ端末３－１の制御部１６は、時間計測部１２によって計
測される時間を参照して、所定時間が経過したか否かを判定する（ステップＳ１０１）。
所定時間が経過していなければ（ステップＳ１０１；Ｎｏ）、制御部１６は、センサ通信
Ｉ／Ｆ部１５からプロトコルに基づいて取り出した受信データを解析することにより、セ
ンサ情報取得要求を受信したか否かを判定する（ステップＳ１０４）。センサ情報取得要
求を受信していなければ（ステップＳ１０４；Ｎｏ）、制御部１６は、ステップＳ１０１
に戻る。
【００４８】
　以降、所定時間が経過するか（ステップＳ１０１；Ｙｅｓ）、センサ情報取得要求を受
信するまで（ステップＳ１０４；Ｙｅｓ）、制御部１６は、ステップＳ１０１→Ｓ１０４
を繰り返す。
【００４９】
　所定時間が経過すると（ステップＳ１０１；Ｙｅｓ）、制御部１６は、温度センサ部１
１から温度センサ情報を取得する（ステップＳ１０２）。制御部１６は、温度センサ情報
を記憶部１３に記憶する（ステップＳ１０３）。
【００５０】
　一方、センサ情報取得要求を受信した場合（ステップＳ１０４；Ｙｅｓ）、制御部１６
は、演算部１４を用いて、記憶部１３に記憶された温度センサ情報を送信データに加工し
、センサ通信Ｉ／Ｆ部１６を介して統合管理装置２に送信する（ステップＳ１０５）。そ
の後、制御部１６は、ステップＳ１０１に戻る。
【００５１】
　図９には、照度センサ端末４－１等で実行されるスレッド２００の流れが示されている
。図９に示すように、まず、照度センサ端末４－１の制御部２６は、時間計測部２２によ
って計測される時間を参照して、所定時間が経過したか否かを判定する（ステップＳ２０
１）。所定時間が経過していなければ（ステップＳ２０１；Ｎｏ）、制御部２６は、セン
サ通信Ｉ／Ｆ部２５からプロトコルに基づいて取り出した受信データを解析することによ
り、センサ情報取得要求を受信したか否かを判定する（ステップＳ２０４）。センサ情報
取得要求を受信していなければ（ステップＳ２０４；Ｎｏ）、制御部２６は、ステップＳ
２０１に戻る。
【００５２】
　以降、所定時間が経過するか（ステップＳ２０１；Ｙｅｓ）、センサ情報取得要求を受
信するまで（ステップＳ２０４；Ｙｅｓ）、制御部２６は、ステップＳ２０１→Ｓ２０４
を繰り返す。
【００５３】
　所定時間が経過すると（ステップＳ２０１；Ｙｅｓ）、制御部２６は、照度センサ部２
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１から照度センサ情報を取得する（ステップＳ２０２）。制御部２６は、照度センサ情報
を記憶部２４に記憶する（ステップＳ２０３）。
【００５４】
　一方、センサ情報取得要求を受信した場合（ステップＳ２０４；Ｙｅｓ）、制御部２６
は、演算部２４を用いて、記憶部２４に記憶された温度センサ情報を送信データに加工し
、センサ通信Ｉ／Ｆ部２６を介して統合管理装置２に送信する（ステップＳ２０５）。そ
の後、制御部２６は、ステップＳ２０１に戻る。
【００５５】
　続いて、統合管理装置２の動作について説明する。図１０（Ａ）には、統合管理装置２
によって実行されるスレッド３００が示され、図１０（Ｂ）には、統合管理装置２によっ
て実行されるスレッド３５０が示されている。
【００５６】
　図１０（Ａ）を参照して、スレッド３００について説明する。図１０（Ａ）に示すよう
に、まず、統合管理装置２の制御部３８は、時間計測部３５によって計測される時間を参
照して、所定時間経過するまで待つ（ステップＳ３０１；Ｎｏ）。所定時間が経過した場
合（ステップＳ３０１；Ｙｅｓ）、制御部３８は、温度センサ端末３－１等又は照度セン
サ端末４－１等の端末識別子の１つを宛先として、センサ通信Ｉ／Ｆ部３１を介してセン
サ情報取得要求を送信する（ステップＳ３０２）。宛先の端末識別子は、このステップＳ
３０２が実行される度に、対象となっているセンサ端末（温度センサ端末３－１等又は照
度センサ端末４－１等）のうち、未送信のセンサ端末の中から順次選択される。
【００５７】
　続いて、制御部３８は、対象のセンサ端末からセンサ情報を受信したか否かを判定する
（ステップＳ３０３）。受信していなければ、制御部３８は、タイムアウトしたか否かを
判定する（ステップＳ３０４）。タイムアウトしていなければ（ステップＳ３０４；Ｎｏ
）、制御部３８は、ステップＳ３０３に戻る。以降、センサ情報を受信するか（ステップ
Ｓ３０３；Ｙｅｓ）、タイムアウトするまで（ステップＳ３０４；Ｙｅｓ）、ステップＳ
３０３→Ｓ３０４が繰り返される。
【００５８】
　センサ情報を受信すると（ステップＳ３０３；Ｙｅｓ）、制御部３８は、記憶部３３に
受信したセンサ情報を記憶する（ステップＳ３０５）。センサ情報は時系列データとして
順次記憶される。
【００５９】
　センサ情報を記憶した後、又はタイムアウトした場合（ステップＳ３０４；Ｙｅｓ）、
制御部３８は、対象となる全てのセンサ端末にセンサ情報取得要求を送信したか否かを判
定する（ステップＳ３０６）。全てのセンサ端末へのセンサ情報取得要求の送信がまだ完
了していなければ（ステップＳ３０６；Ｎｏ）、制御部３８はステップＳ３０２に戻る。
【００６０】
　以降、全てのセンサ端末にセンサ情報取得要求が送信されるまで（ステップＳ３０６；
Ｙｅｓ）、センサ情報取得要求の送信（ステップＳ３０２）→センサ情報の受信待ち（ス
テップＳ３０３→Ｓ３０４）→センサ情報の記憶（ステップＳ３０５）等が繰り返される
。
【００６１】
　全てのセンサ端末にセンサ情報取得要求が送信されると（ステップＳ３０６；Ｙｅｓ）
、制御部３８（故障検出部８０）は、記憶部３３に記憶された各センサ端末の位置情報を
考慮して、温度センサ情報、照明センサ情報と、空調機制御装置５－１等、照明制御装置
６－１等の現在の制御内容等との違いに基づいて、設備機器（空調機８－１等、照明器具
９－１等）の故障の検出処理を行う（ステップＳ３０７）。
【００６２】
　続いて、制御部３８（要求生成部８１）は、記憶部３３に記憶された各センサ端末のセ
ンサ情報および故障の検出結果に基づいて、空調機制御装置５－１等、照明制御装置６－
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１等へ送信する機器制御要求を生成する（ステップＳ３０８）。より具体的には、制御部
３８は、記憶部３３に記憶された位置情報に基づいて、故障が検出された設備機器（空調
機８－１等、照明器具９－１等）に近接する設備機器を検出する。そして、制御部３８は
、近接する設備機器に対して、故障が検出された設備機器を補う環境制御を行わせるため
の機器制御要求を生成する。
【００６３】
　続いて、制御部３８は、対象の空調機制御装置５－１等又は照明制御装置６－１等の装
置識別子を宛先として、制御装置通信Ｉ／Ｆ部３７に、機器制御要求を送信させる（ステ
ップＳ３０９）。対象の空調機制御装置５－１等又は照明制御装置６－１等が複数ある場
合はにそれらすべての装置に対して機器制御要求が順次送信される。続いて、制御部３８
は、空調機制御装置５－１等、照明制御装置６－１等の制御内容を記憶部３３に記憶する
（ステップＳ３１０）。その後、制御部３８は、ステップＳ３０１に戻る。
【００６４】
　続いて、図１０（Ｂ）を参照して、統合管理装置２によって実行されるスレッド３５０
について説明する。
【００６５】
　まず、制御部３８は、制御装置通信Ｉ／Ｆ部３７を介して、空調機制御装置５－１等又
は照明制御装置６－１等から制御変更通知を受信するまで待つ（ステップＳ３５１；Ｎｏ
）。制御変更通知を受信すると（ステップＳ３５１；Ｙｅｓ）、制御部３８は、受信した
制御変更通知の内容（現在の設備機器の制御内容）を、統合管理装置２の記憶部３３に記
憶する（ステップＳ３５２）。その後、制御部３８は、ステップＳ３５１に戻る。
【００６６】
　続いて、故障の検出方法と機器制御要求内容の決定方法について、図２を参照して説明
する。
【００６７】
　例えば、空調機８－１が故障したとする。この場合、空調機制御装置５－１が空調機８
－１を制御しているにも関わらず、温度センサ端末３－１によってセンシングされる温度
が、統合管理装置２の記憶部３３に記憶された時系列の温度データと異なるようになる。
統合管理装置２の制御部３８は、例えば、それらの差が所定値以上となった場合に、空調
機８－１が故障したと判定する。ここで、故障判定は、空調機制御装置５－１による制御
内容、すなわち、統合管理装置２の記憶部３３に記憶された現在の設定温度、風向きなど
の設定、空調機のオン／オフなどを加味して行われる。
【００６８】
　故障したと判定された場合、制御部３８は、統合管理装置２のユーザＩ／Ｆ部３７を介
して入出力装置３５に故障箇所等の故障が検出された設備機器に関する情報を表示させる
。また、制御部３８は、空調機８－１（故障機器）周辺のエリアの空調も行えるように、
空調機８－１近傍の空調機８－２の設定温度、風向きなどを変更するような機器制御要求
を生成する。
【００６９】
　また、例えば、照明器具９－２が故障したとする。この場合、照度センサ端末４－２が
取得する照度が、統合管理装置２の記憶部３３に記憶された時系列の照度データと異なる
ようになる。統合管理装置２の制御部３８は、例えば、それらの差が所定値以上となった
場合に、照明器具９－２が故障したと判定する。ここで、故障判定は、照明制御装置６－
１の制御内容、すなわち統合管理装置２の記憶部３４に記憶された現在の明るさ、向きな
どの設定、照明器具のオン／オフなどを加味して行われる。
【００７０】
　故障したと判定された場合、制御部３８は、統合管理装置２のユーザＩ／Ｆ部３７を介
して入出力装置３５に故障箇所を表示させる。また、制御部３８は、照明器具９－２周辺
のエリアの照明の制御も行えるように、照明器具９－１、９－３の明るさ、向きなどを変
更するような機器制御要求を生成する。
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【００７１】
　なお、空調機８－１等、照明器具９－１等の制御は図５（Ａ）の統合管理装置２の入出
力装置３５によって人為的に行うこともできる。その場合は、ユーザＩ／Ｆ部３６を介し
て入力され、制御装置通信Ｉ／Ｆ部３７を介して空調機８－１等、照明器具９－１等の制
御が行われる。制御内容（温度設定やオン／オフなど）は、統合管理装置２の記憶部３３
に記憶され、故障判定の際などに参照される。
【００７２】
　続いて、空調機制御装置５－１等の動作について説明する。図１１（Ａ）には、空調機
制御装置５－１によって実行されるスレッド４００が示されている。また、図１１（Ｂ）
には、空調機制御装置５－１によって実行されるスレッド４５０が示されている。
【００７３】
　まず、図１１（Ａ）を参照して、スレッド４００について説明する。まず、制御部４７
は、制御装置通信Ｉ／Ｆ部４１を介して統合管理装置２から機器制御要求を受信するまで
待つ（ステップＳ４０１：Ｎｏ）。機器制御要求を受信すると（ステップＳ４０１；Ｙｅ
ｓ）、制御部４７は、空調制御部４４を介して対象の空調機に制御命令を送信する（ステ
ップＳ４０２）。ここで、制御命令とは、空調機に温度、風向き、風速などの制御を行わ
せるための命令である。対象の空調機が複数ある場合は、そのすべてに対して制御命令が
順次送信される。その後、制御部４７は、ステップＳ４０１に戻る。
【００７４】
　続いて、図１１（Ｂ）を参照して、スレッド４５０について説明する。まず、制御部４
７は、ユーザＩ／Ｆ部４６を介して入出力装置４５から空調制御の操作入力を入力するま
で待つ（ステップＳ４５１；Ｎｏ）。ここで、空調制御の操作入力とは、空調機の温度、
風向き、風速などの制御を行うために管理者によって入力される人為的な操作入力のこと
である。
【００７５】
　空調制御の操作入力を入力すると（ステップＳ４５１；Ｙｅｓ）、制御部４７は、空調
制御部４４を介して対象の空調機に制御命令を送信する（ステップＳ４５２）。対象の空
調機が複数ある場合は、そのすべてに対して制御命令が順次送信される。さらに、制御部
４７は、統合管理装置２に対して、空調制御の変更通知を送信する（ステップＳ４５３）
。その後、制御部４７は、ステップＳ４５１に戻る。
【００７６】
　続いて、照明制御装置６－１等の動作について説明する。図１２（Ａ）には、照明制御
装置６－１によって実行されるスレッド５００が示され、図１２（Ｂ）には、照明制御装
置６－１によって実行されるスレッド５５０が示されている。
【００７７】
　まず、図１２（Ａ）を参照して、スレッド５００について説明する。図１２（Ａ）に示
すように、まず、制御部５７は、制御装置通信Ｉ／Ｆ部５１を介して統合管理装置２から
機器制御要求を受信するまで待つ（ステップＳ５０１；Ｎｏ）。
【００７８】
　機器制御要求を受信すると（ステップＳ５０１；Ｙｅｓ）、制御部５７は、照明制御部
５４を介して対象の照明器具に対して照明制御を行う（ステップＳ５０２）。ここで、照
明制御とは、照明の明るさ、色、向きなどの制御を意味する。対象の照明器具が複数ある
場合は、それらすべての装置が順次制御される。その後、制御部５７は、ステップＳ５０
１に戻る。
【００７９】
　続いて、図１２（Ｂ）を参照して、スレッド５５０について説明する。まず、制御部５
７は、ユーザＩ／Ｆ部５６を介して入出力装置５５から照明制御の操作入力があるまで待
つ（ステップＳ５５１；Ｎｏ）。照明制御の操作入力があると（ステップＳ５５１；Ｙｅ
ｓ）、制御部５７は、照明制御部５４を介して対象の照明器具の照明制御を行う（ステッ
プＳ５５２）。対象の照明器具が複数ある場合は、そのすべてに対して制御が順次行われ
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る。続いて、制御部５７は、統合管理装置２に対して、照明制御の変更通知を送信する（
ステップＳ５５３）。その後、制御部５７は、ステップＳ５５１に戻る。ここで、照明制
御の操作入力とは、照明の明るさ、色、向きなどの制御を行うために管理者によって入力
される人為的な操作入力のことである。
【００８０】
　図１３には、統合管理装置２と空調機部８との間で送受信される情報の流れの一例が示
されている。図１３に示すように、まず、統合管理装置２は、センサ情報取得要求Ｃ１を
温度センサ部３（温度センサ端末３－１等）に送信する。それに対して温度センサ部３の
温度センサ端末３－１等は、センサ情報Ｃ２を統合管理装置２に送信する。センサ情報取
得要求Ｃ１とセンサ情報Ｃ２との送受信は、対象の温度センサ端末３－１等の数だけ繰り
返される。
【００８１】
　その後、統合管理装置２は、機器制御要求Ｃ３を空調機部５の対象の１又は複数台の空
調機制御装置５－１等に順次送信する。それを受けて、空調機部５の空調機制御装置５－
１等は、空調制御命令Ｃ４を、対象の１又は複数台の空調機部８の空調機８－１等に順次
送信する。
【００８２】
　図１４には、統合管理装置２と照明部９との間で送受信される情報の流れの一例が示さ
れている。図１４に示すように、統合管理装置２は、センサ情報取得要求Ｃ１１を照度セ
ンサ部４の照度センサ端末４－１等に送信する。それに対して照度センサ部４の照度セン
サ端末４－１等は、センサ情報Ｃ１２を統合管理装置２に送信する。センサ情報取得要求
Ｃ１１とセンサ情報Ｃ１２との送受信は、対象の照度センサ端末４－１等の数だけ繰り返
される。
【００８３】
　その後、統合管理装置２は、機器制御要求Ｃ１３を、照明制御部６において、対象とな
る１又は複数台の照明制御装置６－１等に順次送信する。それを受けて、照明制御部６の
照明制御装置６－１等は、照明制御命令Ｃ１４を、照明部９において、対象となる１又は
複数台の照明器具９－１等に順次送信する。
【００８４】
　以上詳細に説明したように、この実施の形態の設備管理システム１によれば、空調機・
照明器具の故障が発生した場合に、他の空調機・照明器具によって故障した空調機・照明
器具が補われる環境制御を行うことができる。これにより、在室者の快適性の低下を防止
することができる。
【００８５】
　なお、この実施の形態では、照明制御装置６－１等と統合管理装置２とを別々の構成要
素として分けているが、機能をまとめて１つの装置としてもよい。
【００８６】
　また、この実施の形態では、空調機制御装置５－１等と統合管理装置２とを別々の構成
要素として分けているが、機能をまとめて１つの装置としてもよい。
【００８７】
　また、この実施の形態では、温度センサ端末３－１～３－ｎ及び照度センサ端末４－１
～４－ｍは、所定時間ごとにセンサ値を検出し、記憶している。しかしながら、これには
限られず、センサ情報取得要求を受信したときにセンサ値を取得するようにしてもよい。
【００８８】
　また、この実施の形態では、各センサ端末（温度センサ端末３－１～３－ｎ、照度セン
サ端末４－１～４－ｍ）と、各設備機器（空調機８－１～８－ｋ、照明器具９－１～９－
ｈ）を分けて設置したが、各設備機器に各センサ端末を組み込んでもよい。
【００８９】
　また、この実施の形態では、各センサ端末（温度センサ端末３－１～３－ｎ、照度セン
サ端末４－１～４－ｍ）で温度と照度を検出している。しかしながら、湿度を検知して、
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湿度によって空調制御を行うようにしてもよい。
【００９０】
　また、この実施の形態では、温度センサの代わりに赤外線センサを用いるようにしても
よい。この場合には、赤外線センサから得られた熱画像に基づいて、故障が検知されるよ
うになる。
【００９１】
　また、この実施の形態では、通信線Ｌ１～Ｌ３を有線としているが、無線としてもよい
。
【００９２】
　また、この実施の形態では、照明器具９－１～９－ｈを可動式として、故障箇所に照明
を向けることで補完制御を行うようにしてもよい。
【００９３】
　また、この実施の形態では、照明器具９－１～９－ｈはＬＥＤ（Light Emitting Diode
）を用いてもよく、指向性を利用して照明の向きを変えて故障箇所の補完制御を行うよう
にしてもよい。
【００９４】
　また、この実施の形態では、照明器具９－１～９－ｈの近傍に反射板を設け、反射板の
向きを変えることで故障箇所の補完制御を行ってもよい。
【００９５】
実施の形態２．
　次に、この発明の実施の形態２について説明する。
【００９６】
　この実施の形態に係る設備管理システム１の構成は、図１に示す上記実施の形態１の設
備管理システム１の構成と同様である。この実施の形態では、上記実施の形態１と同じ構
成要素には同一の符号を付与し、説明を省略する。
【００９７】
　この実施の形態では、上記実施の形態１に係る温度センサ端末３－１～３－ｎと照度セ
ンサ端末４－１～４－ｍとに、端末間の距離を測定する機能が付加されている。
【００９８】
　この実施の形態の各センサ端末と各設備機器の制御装置を居室空間ＡＲ１に設置した際
の配置は、図２に示す上記実施の形態１の配置例と同様である。
【００９９】
　また、この実施の形態では、各センサ端末と各設備機器との間には１対１の対応関係が
あるものとする。設備機器と対になるセンサ端末は、設備機器の中に組み込まれているか
、設備機器の近くに設置されている。統合管理装置２には、各センサ端末と各設備機器の
識別子の対応関係が予め登録されている。なお、少なくとも３つのセンサ端末には、位置
情報が予め設定されているものとする。
【０１００】
　図１５には、この実施の形態に係る温度センサ端末３の内部構成が示されている。図１
５に示すように、温度センサ端末３－１は、測距部６１とアンテナ６２とをさらに備える
点が上記実施の形態１と異なる。測距部６１は、測距回路を有している。
【０１０１】
　図１６には、この実施の形態に係る照度センサ端末４－１の内部構成が示されている。
図１６に示すように、照度センサ端末４－１は、測距部７１とアンテナ７２とをさらに備
える点が上記実施の形態１と異なる。測距部７１は、測距回路を有している。
【０１０２】
　この実施の形態に係る統合管理装置２、空調機制御装置５－１等及び照明制御装置６－
１等の内部構成は、図５（Ａ）、図５（Ｂ）、図６、図７に示す内部構成と同様である。
【０１０３】
　この実施の形態の統合管理装置２の基本的な動作は、図１０に示す上記実施の形態１の
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統合管理装置２の動作と同様である。ただし、この実施の形態では、統合管理装置２は、
図１０のフローチャートに示す動作に先だって、図１７のフローチャートに示すスレッド
６００を統合管理装置２が行う必要がある。
【０１０４】
　図１７に示すように、制御部３８は、温度センサ端末３－１等又は照度センサ端末４－
１等の端末識別子の１つを宛先として、センサ通信Ｉ／Ｆ部３１を介して測距開始要求を
送信する（ステップＳ６０１）。宛先の端末識別子は、このステップを実行する度に、未
送信の対象のセンサ端末の中から順次選択される。
【０１０５】
　続いて、制御部３８は、対象のセンサ端末から測距結果を受信したか否かを判定する（
ステップＳ６０２）。受信していない場合（ステップＳ６０２；Ｎｏ）、制御部３８は、
タイムアウトしたか否かを判定する（ステップＳ６０３）。タイムアウトしていなければ
（ステップＳ６０３；Ｎｏ）、制御部３８は、ステップＳ６０２に戻る。以降、測距結果
を受信するか（ステップＳ６０２；Ｙｅｓ）、タイムアウトするまで（ステップＳ６０３
；Ｙｅｓ）、ステップＳ６０２→Ｓ６０３が繰り返される。
【０１０６】
　測距結果を受信すると（ステップＳ６０２；Ｙｅｓ）、制御部３８は、記憶部３３に受
信した測距結果を記憶する（ステップＳ６０４）。
【０１０７】
　測距結果を記憶した後、又はタイムアウトした場合（ステップＳ６０３；Ｙｅｓ）、制
御部３８は、対象となる全てのセンサ端末に測距開始要求を送信したか否かを判定する（
ステップＳ６０５）。全てのセンサ端末への測距開始要求の送信がまだ完了していなけれ
ば（ステップＳ６０５；Ｎｏ）、制御部３８はステップＳ６０１に戻る。
【０１０８】
　以降、全てのセンサ端末に測距結果取得要求が送信されるまで（ステップＳ６０５；Ｎ
ｏ）、測距結果取得要求の送信（ステップＳ６０１）→測距結果の受信待ち（ステップＳ
６０２→Ｓ６０３）→測距結果の記憶（ステップＳ６０４）等が繰り返される。
【０１０９】
　全てのセンサ端末に測距結果取得要求が送信されると（ステップＳ６０５；Ｙｅｓ）、
制御部３８は、記憶部３３に記憶された各センサ端末の測距結果に基づいて、各センサ端
末の位置を推定する（ステップＳ６０６）。続いて、制御部３８は、記憶部３３に推定し
た各センサ端末の位置を記憶する（ステップＳ６０７）。その後、制御部３８は、スレッ
ド６００を終了する。
【０１１０】
　センサ端末の位置を測定する方法について、図１８を参照して説明する。
【０１１１】
　温度センサ端末３－１～３～４が居室空間に設置されているものとする。温度センサ端
末３－２～３－４の位置情報は、統合管理装置２の記憶部３３に予め設定されている。こ
こで、統合管理装置２が温度センサ端末３－１に測距開始要求を送信したとする。すると
、温度センサ端末３－１は、温度センサ端末３－２～３－４に測距要求Ｃ２０―１～Ｃ２
０－３をブロードキャストで無線で送信する。測距要求Ｃ２０―１～Ｃ２０－３を受信し
た温度センサ端末３－２～３－４は、測距応答Ｃ２１－１～Ｃ２１－３を温度センサ端末
３－１に無線で返信する。温度センサ端末３－１は一定時間、測距応答を受け付ける。温
度センサ端末３－１は、測距要求Ｃ２０―１～Ｃ２０－３を送信してから測距応答Ｃ２１
－１～Ｃ２１－３を受信するまでの時間に基づいて、各温度センサ端末３－２～３－４ま
での距離Ｄ１～Ｄ３を推定する。
【０１１２】
　なお、測距応答Ｃ２１－１～Ｃ２１－３には、返信した温度センサ端末３－２～３－４
の識別子が含まれる。温度センサ端末３－１は、温度センサ端末３－２～３－４の識別子
と距離Ｄ１～Ｄ３とを対応付けて測距結果として統合管理装置２に送信する。統合管理装
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置２は、温度センサ端末３－２～３－４の位置をそれぞれ円の中心点とし、距離Ｄ１～Ｄ
３をそれぞれ円の半径として、それらの円の交点を温度センサ端末３－１の位置として算
出する。この実施の形態の測距で用いられる無線方式としては、例えばＵＷＢ（Ultra Wi
de Band）を採用することができる。
【０１１３】
　この実施の形態に係る温度センサ端末３－１及び照度センサ端末４－１の基本的な動作
は、図８、図９に示す実施の形態１の温度センサ端末３－１等及び照度センサ端末４－１
等の動作と同様である。
【０１１４】
　ただし、この実施の形態では、図８、図９に示す動作に先立って、図１９に示す温度セ
ンサ端末３－１等のスレッド７００が実行される。図１９に示すように、温度センサ端末
３－１等を例として使用しているが、照度センサ端末４－１等で同様の動作が行われても
よい。
【０１１５】
　制御部１６は、統合管理装置２から測距開始要求を受信するまで待つ（ステップＳ７０
１；Ｎｏ）。測距開始要求を受信すると（ステップＳ７０１；Ｙｅｓ）、制御部１６は、
他の温度センサ端末に測距要求をブロードキャストで送信する（ステップＳ７０２）。続
いて、制御部１６は、測距応答を受け付ける所定の時間が経過するまで待つ（ステップＳ
７０３；Ｎｏ）。所定時間が経過すると（ステップＳ７０３；Ｙｅｓ）、制御部１６は、
測距要求を送信してから測距応答を受信するまでの時間から、各センサ端末の距離を推定
する（ステップＳ７０４）。続いて、制御部１６は、統合管理装置２に測距結果を送信す
る（ステップＳ７０５）。その後、制御部１６は、スレッドを終了する。
【０１１６】
　以上詳細に説明したように、この実施の形態の設備管理システム１によれば、空調機・
照明器具の故障検知及びそれらの機器の自動補完ができることに加え、各センサ端末への
設置位置の入力作業を省略することができる。これにより、在室者の快適性を損なわない
空調・照明制御が可能になるうえ、各センサ端末の設置作業を容易なものとすることがで
きる。
【０１１７】
　なお、上記実施の形態において、実行されるプログラムは、フレキシブルディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ（Compact Disc Read-Only Memory）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、
ＭＯ（Magneto-Optical Disc）等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して配布
し、そのプログラムをインストールすることにより、上述のスレッドを実行するシステム
を構成することとしてもよい。
【０１１８】
　また、プログラムをインターネット等の通信ネットワーク上の所定のサーバ装置が有す
るディスク装置等に格納しておき、例えば、搬送波に重畳させて、ダウンロード等するよ
うにしてもよい。
【０１１９】
　また、上述の機能を、ＯＳ（Operating System）が分担して実現する場合又はＯＳとア
プリケーションとの協働により実現する場合等には、ＯＳ以外の部分のみを媒体に格納し
て配布してもよく、また、ダウンロード等してもよい。
【０１２０】
　この発明は、この発明の広義の精神と範囲を逸脱することなく、様々な実施の形態及び
変形が可能とされるものである。また、上述した実施の形態は、この発明を説明するため
のものであり、この発明の範囲を限定するものではない。すなわち、この発明の範囲、実
施の形態ではなく、特許請求の範囲によって示される。そして、特許請求の範囲内及びそ
れと同等の発明の意義の範囲内で施される様々な変形が、この発明の範囲内とみなされる
。
【産業上の利用可能性】
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【０１２１】
　この発明の活用例として、オフィス等の居室空間の環境制御に好適である。
【符号の説明】
【０１２２】
　１　設備管理システム
　２　統合管理装置
　３　温度センサ部
　３－１～３－ｎ　温度センサ端末
　４　照度センサ部
　４－１～４－ｍ　照度センサ端末
　５　空調制御部
　５－１～５－ｉ　空調機制御装置
　６　照明制御部
　６－１～６－ｊ　照明制御装置
　８　空調機部
　８－１～８－ｋ　空調機
　９　照明部
　９－１～９－ｈ　照明器具
　１１　温度センサ部
　１２　時間計測部
　１３　記憶部
　１４　演算部
　１５　センサ通信Ｉ／Ｆ部
　１６　制御部
　２１　照度センサ部
　２２　時間計測部
　２３　記憶部
　２４　演算部
　２５　センサ通信Ｉ／Ｆ部
　２６　制御部
　３１　センサ通信Ｉ／Ｆ部
　３２　時間計測部
　３３　記憶部
　３４　演算部
　３５　入出力装置
　３６　ユーザＩ／Ｆ部
　３７　制御装置通信Ｉ／Ｆ部
　３８　制御部
　４１　制御装置通信Ｉ／Ｆ部
　４２　記憶部
　４３　演算部
　４４　空調制御部
　４５　入出力装置
　４６　ユーザＩ／Ｆ部
　４７　制御部
　５１　制御装置通信Ｉ／Ｆ部
　５２　記憶部
　５３　演算部
　５４　照明制御部
　５５　入出力装置
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　５６　ユーザＩ／Ｆ部
　５７　制御部
　６１　測距部
　６２　アンテナ
　７１　測距部
　７２　アンテナ
　８０　故障検出部
　８１　要求生成部
　１００　スレッド
　２００　スレッド
　３００、３５０　スレッド
　４００、４５０　スレッド
　５００、５５０　スレッド
　６００、７００　スレッド
　Ｃ１　センサ情報取得要求
　Ｃ２　センサ情報
　Ｃ３　機器制御要求
　Ｃ４　空調制御命令
　Ｃ１１　センサ情報取得要求
　Ｃ１２　センサ情報
　Ｃ１３　機器制御要求
　Ｃ１４　照明制御命令
　Ｃ２０－１、Ｃ２０－２、Ｃ２０－３　測距要求
　Ｃ２１－１、Ｃ２１－２、Ｃ２１－３　測距応答
　Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３　距離
　Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３　通信線
　Ｌ４　電源供給線
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